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Abstract:　The annual meeting of the Mammalogical Society of Japan was held from September 20th to 23rd, 
2012 at Azabu University. To mark this occasion, an exhibition entitled “Mammalogy at a Glance,” celebrating 
the hosting of the 2012 annual meeting of the Mammalogical Society of Japan by Azabu University, in 2012” 
was held from September 18th to December 26th, 2012. The senior author (ST) prepared the overall design 
and asked the contributors to prepare exhibits on the following five topics representing important fields of 
mammalogy. S. Takatsuki wrote an introduction of mammalogy focusing on its history in Japan. K. Koyasu and 
S. Oda wrote a history of the Mammalogical Society of Japan. K. Mori described the morphology by exhibiting 
the hind leg of a zebra (Equus grevyi). Exhibitions of muscle are uncommon and this exhibit attracted the 
visitors’ attention. H. Tamate explained the genetics by showing genetic variations of sika deer (Cervus nippon). 
Arrangements of DNA base sequences of sika deer were exhibited in the glass of exhibition cases. Tamate also 
explained the concept of the subspecies and mitochondria DNA. Skulls of three subspecies of sika deer were 
exhibited. N. Higuchi and M. Minami presented a study on the behavioral ecology of sika deer on Kinkazan 
Island based on individual identification. The social rank of male deer strongly affects their reproductive 
success. Y. Sato introduced the research and conservation activities concerning the brown bear (Ursus arctos) in 









































































































実，その後の第 8回（1928年 12月 5日）までの例会
記録が存在する。現在までの日本哺乳類学会同様，こ
の会は渡瀬会頭を代表とする任意団体であったから，















































































































































































図 6　子ジカを撮影する 図 7　シカ識別個体を示す写真パネル
図 8　オスジカの社会的地位と交尾回数の関係を示すパネル
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になるわけではない。私たちはヒグマに対する思いと
正確な生物学的知識に基づいて，ヒグマと人間がとも
に暮らせる社会の実現を模索している。
このコーナーでは子供用のクマの教材パンフレット
と電波発信器を展示した（図 9）。
哺乳類学会大会期間中は多くの来訪者があり（図
10），その後の学内を中心とした展示でもコンスタン
トな来訪があった。
謝辞：日本哺乳類学会にはこの企画に賛同，ご協力
頂きました。展示には東京大学の遠藤秀樹教授にアド
バイスを頂きました。酪農学園大学の伊吾田宏正氏と
琉球大学の伊澤雅子氏にはシカの頭骨標本を貸与頂き
ました。展示には丸茂一美氏に貢献して頂きました。
図 9　「保全」コーナーのクマのパンフレットとGPS首輪
図 10　日本哺乳類学会大会期間中の来訪者
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資料
ポスター :骨，野生動物，野外調査，解剖場，DNA
などを配置することで哺乳類学のさまざまな側面を表
現した。
第 11回麻布大学学術展示
哺乳類学を垣間みる：趣意
人間自身が哺乳類であることもあって，哺乳類はわ
れわれにとって特別な存在である。私たちは哺乳類の
肉を食べ，乳製品などを利用し，多くの家庭でペット
を飼うという形で日常的に哺乳類に接している。一
方，麻布大学はもともと東京獣医講習所からスタート
し，ウマを中心とした獣医学研究を進め，その後，畜
産学，最近では伴侶動物や野生動物の研究教育を進め
るようになったが，その歴史を通じて一貫して研究対
象としてきたのは哺乳類である。
哺乳類の研究は応用学としての側面として獣医学と
畜産学という大きな流れがあるが，一方で基礎科学と
しての哺乳類学もあり，我が国でその中核となってき
たのが「日本哺乳類学会」である。その日本哺乳類学
会の大会が本年は麻布大学で開催されることになっ
た。そこでこの機会に，哺乳類学とはいかなる学問で
あるかを垣間見るような展示をすることとし，哺乳類
学で活躍しておられる研究者にご指導いただくことと
した。もとより，限られたスペースで膨大な哺乳類学
の全貌を紹介することは不可能であるので，なじみや
すい 5つの話題を厳選し，それぞれの分野の専門家に
解説をお願いした。この展示を機会に哺乳類学に関心
を抱いていただければ幸いである。
麻布大学学術展示委員会　高槻成紀
